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■趣旨 

 2014 年に日本政府は障害者権利条約を批准し、2016 年には最初の政府（締約国）報告書を国連

障害者権利委員会に提出した。2020 年の春頃、障害者権利委員会と日本政府の建設的対話が行わ

れると予想されている。それにむけて私たちＤＰＩもＮＧＯの立場からレポート（パラレルレポー

トあるいはＮＧＯレポート）を作成し、建設的対話に参加し、今後の障害者施策を進めていく準備

をする時期に来ている。 

 そこで今年度、ＤＰＩがキリン福祉財団のご支援の下で進めてきた「障害者権利条約の完全実施

のためのパラレルレポート作成プロジェクト」のまとめとして、国連障害者権利委員会の石川准さ

んと台湾政府の審査の際の審査委員長をされた長瀬修さんをお招きし、障害者権利委員会の動向や

台湾の経験を学ぶ機会として学習会を開催する。そして、ＤＰＩが作成したレコメンデーション（勧

告）（案）を公表し、シンポジウムでパラレルレポートの作成を含めて、ＮＧＯが何をすべきなの

か議論を深めていく。 
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◇主催：認定 NPO法人 DPI日本会議 担当：崔 栄繁（さい たかのり） 
（〒101-0054 東京都千代田区神田錦町 3-11-8 武蔵野ビル 5階） 
 電話 03‐5282-3730、ファックス 03-5282-0017、メール sai@dpi-japan.org 
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